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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 13,430 19.7 2,544 24.7 1,683 20.3
2025年３月期第３四半期 11,211 △0.9 2,040 3.3 1,398 △4.5

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 3,520百万円( ―％) 2025年３月期第３四半期 △312百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 308.48 178.22
2025年３月期第３四半期 254.70 137.89

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 826,960 48,070 5.6
2025年３月期 814,723 44,922 5.3

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 46,362百万円 2025年３月期 43,275百万円

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しており

ます。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00
2026年３月期 ― 25.00 ―
2026年３月期(予想) 25.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。

当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類（非上場株式）の配当の状況については、「種類株式の配当の

状況」をご覧ください。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 7.6 1,900 0.6 1,400 5.0 245.00

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 5,342,444株 2025年３月期 5,342,444株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 57,140株 2025年３月期 56,578株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 5,285,652株 2025年３月期３Ｑ 5,286,163株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第１回Ｂ種優先株式
１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ――― 87 50 ――― 87 50 175 00

2026年３月期 ――― 87 50 ―――

2026年３月期(予想) 87 50 175 00
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１．当四半期連結累計期間の経営成績等の概況

（１）連結経営成績に関する説明

経常収益については、貸出金利息の増加により資金運用収益が増収となったことに加えて、その他経常収益も増収

となったことから、前年同四半期連結累計期間比2,219百万円増収の13,430百万円となりました。

経常費用については、資金調達費用が増加したことに加えて、営業経費およびその他経常費用も増加したことから、

前年同四半期連結累計期間比1,714百万円増加の10,885百万円となりました。

上記の結果、当四半期連結累計期間の経常利益は、前年同四半期連結累計期間比504百万円増益の2,544百万円とな

り、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期連結累計期間比284百万円増益の1,683百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する説明

預金は、個人預金および法人預金ともに増加し、前連結会計年度末比106億円増加して、7,727億円となりました。

貸出金は、中小規模事業者向け貸出金の増加を主因に、前連結会計年度末比12億円増加し、5,554億円となりまし

た。

有価証券は、地方債の増加を主因に、前連結会計年度末比92億円増加して、1,710億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年11月10日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

現金預け金 75,189 76,088

有価証券 161,703 170,983

貸出金 554,169 555,437

外国為替 285 292

リース債権及びリース投資資産 5,339 5,139

その他資産 1,629 2,176

有形固定資産 13,162 13,360

無形固定資産 171 198

退職給付に係る資産 5,254 5,435

繰延税金資産 10 12

支払承諾見返 271 325

貸倒引当金 △2,464 △2,489

資産の部合計 814,723 826,960

負債の部

預金 762,100 772,726

その他負債 5,046 2,667

退職給付に係る負債 5 5

睡眠預金払戻損失引当金 318 286

偶発損失引当金 76 83

繰延税金負債 1,160 1,971

再評価に係る繰延税金負債 822 822

支払承諾 271 325

負債の部合計 769,801 778,889

純資産の部

資本金 8,752 8,752

資本剰余金 7,411 7,411

利益剰余金 22,344 23,652

自己株式 △165 △166

株主資本合計 38,342 39,649

その他有価証券評価差額金 2,511 4,384

土地再評価差額金 1,253 1,259

退職給付に係る調整累計額 1,167 1,069

その他の包括利益累計額合計 4,932 6,712

非支配株主持分 1,646 1,708

純資産の部合計 44,922 48,070

負債及び純資産の部合計 814,723 826,960
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

経常収益 11,211 13,430

資金運用収益 7,638 8,820

（うち貸出金利息） 6,263 7,021

（うち有価証券利息配当金） 1,236 1,556

役務取引等収益 1,233 1,297

その他業務収益 1,667 1,705

その他経常収益 672 1,607

経常費用 9,170 10,885

資金調達費用 282 1,044

（うち預金利息） 282 1,044

役務取引等費用 1,255 1,280

その他業務費用 1,527 1,614

営業経費 5,696 6,045

その他経常費用 409 900

経常利益 2,040 2,544

特別利益 19 0

固定資産処分益 19 0

特別損失 8 43

固定資産処分損 8 43

税金等調整前四半期純利益 2,051 2,501

法人税等 597 755

四半期純利益 1,454 1,745

非支配株主に帰属する四半期純利益 55 62

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,398 1,683
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 1,454 1,745

その他の包括利益 △1,766 1,774

その他有価証券評価差額金 △1,606 1,873

退職給付に係る調整額 △160 △98

四半期包括利益 △312 3,520

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △367 3,457

非支配株主に係る四半期包括利益 55 62
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の処理）

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより

算定しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業

リース・
保証等
事業

計

経常収益

外部顧客に対する経常収益 9,546 1,648 11,194 16 11,211 ― 11,211

セグメント間の内部経常収益 31 177 209 0 209 △209 ―

計 9,578 1,825 11,403 16 11,420 △209 11,211

セグメント利益 1,948 89 2,037 2 2,039 0 2,040

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主にベンチャーキャピタル事

業であります。

３ 調整額は、セグメント間取引消去であります。

４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の計上はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結累計期間において、のれんの計上はありません。

（重要な負ののれん発生益）

当第３四半期連結累計期間において、負ののれん発生益はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業

リース・
保証等
事業

計

経常収益

外部顧客に対する経常収益 11,720 1,692 13,413 16 13,430 ― 13,430

セグメント間の内部経常収益 47 187 234 0 234 △234 ―

計 11,767 1,880 13,648 16 13,665 △234 13,430

セグメント利益 2,449 89 2,538 4 2,542 2 2,544

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主にベンチャーキャピタル事

業であります。

３ 調整額は、セグメント間取引消去であります。

４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の計上はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結累計期間において、のれんの計上はありません。

（重要な負ののれん発生益）

当第３四半期連結累計期間において、負ののれん発生益はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 374 百万円 424 百万円



㈱宮崎太陽銀行(8560) 2026年3月期　第3四半期決算短信

３．決算説明補足資料

(1) 損益の状況【単体】

11,767 2,189 9,578 14,000 12,667

7,740 413 7,327 9,556

7,813 436 7,377 9,727

15 37 △22 △47

△88 △60 △27 △122

6,131 268 5,862 7,822

3,253 79 3,174 4,229

2,429 130 2,299 3,088

447 59 388 504

1,608 144 1,464 1,734

1,699 195 1,503 1,868

1,661 157 1,503 1,868

△16 △155 138 321

1,625 299 1,326 1,412

△90 △51 △39 △134

823 201 621 354

1,443 953 489 637

788 679 108 599

780 674 106 599

-      -      -      -      

-      -      -      -      

2,449 501 1,948 1,800 1,767

△43 △54 11 7

1,673 282 1,391 1,400 1,320

771 524 247 921

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

　　コア業務純益は、経費が増加したものの、資金利益の増加を主因に、前年同期比195百万円増加

　して1,699百万円となりました。また、不良債権処理額は679百万円増加したものの、株式関係損益が

　953百万円増加し、臨時損益は前年同期比201百万円増加となりました。

　　これらの結果、経常利益は前年同期比で501百万円増加して、2,449百万円となり、四半期純利益は、

　前年同期比で282百万円増加して、1,673百万円となりました。

③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

④ 償 却 債 権 取 立 益

うち個別貸倒引当金繰入額

通期実績

（９ヶ月間） （９ヶ月間） （12ヶ月間）

第３四半期
前年同期比

第３四半期 通期予想

株 式 関 係 損 益

物 件 費

（12ヶ月間）

コア業務純益（投資信託解約益を除く。）

（単位：百万円）

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

2026年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2025年3月期

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

役 務 取 引 等 利 益

人 件 費

与信関係費用（①+②-③-④）

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

実 質 業 務 純 益 （ 一 般 貸 倒 繰 入 前 ）

コ ア 業 務 純 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

経 常 利 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益

臨 時 損 益

② 不 良 債 権 処 理 額

税 金

特 別 損 益
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(2) 金融再生法開示債権及びリスク管理債権の状況（部分直接償却実施後）

【単体】 （単位：百万円） (参考)（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

三月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

小　　計　（A)

正常債権

合　　計　（総与信)

開示債権（A)の総与信に占める割合

【連結】 （単位：百万円） (参考)（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

三月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

小　　計　（A)

正常債権

合　　計　（総与信)

開示債権（A)の総与信に占める割合

(3) 自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：百万円） （単位：百万円）

自己資本額

リスクアセット

自己資本比率

【連結】 （単位：百万円） （単位：百万円）

自己資本額

リスクアセット

自己資本比率

548,093 547,102 546,429

2,269 2,262

560,508 557,372

2.21% 1.84%

2025年12月末 2024年12月末

12,414 10,270 12,736

5,949 4,546 6,563

― ―

6,563

4,195 3,460

―

3,887

5,949 4,546

2,269 2,262 2,284

2025年12月末 2024年12月末 2025年3月末

2,284

559,165

2.27%

2025年3月末

2025年3月末2025年12月末
2025年3月末比

5,949 4,546 6,563

12,415 10,270 12,736

556,153 552,831 554,770

―

4,546

4,195 3,460 3,887

― ―

5,949 6,563

2025年12月末 2025年3月末
2025年3月末比

1,265

△ 10,184 448,098

8.71% 0.48% 8.23%

437,914

36,88638,151

8.66% 0.46% 8.20%

38,343 1,272 37,071

442,572 △ 9,252 451,824

2.23% 1.85% 2.29%

543,738 542,561 542,034
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(4) 有価証券の評価差額【連結】

①満期保有目的の債券

（単位：百万円） （参考） （単位：百万円）

国債

地方債

短期社債

社債

その他

　 ②その他有価証券

（単位：百万円） （参考） （単位：百万円）

株式

債券

その他

     （注）子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。

(5) デリバティブ取引【連結】

　１　ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　　① 金利関連取引 該当事項はありません。

　　② 通貨関連取引 該当事項はありません。

　　③ 株式関連取引 該当事項はありません。

　　④ 債券関連取引 該当事項はありません。

　　⑤ 商品関連取引､その他 該当事項はありません。

― ― ― 

― ― ― 

△ 97

402426 500

426

△ 97

402△ 73

― ― ― ― ― ― 

― 

合計 500 397 △ 102 500

500 △ 102

― ― ― 

― ― ― ― 

― 

397

― 

― ― ― 

2025年12月末 2024年12月末

8,946

取得原価
四半期連結
貸借対照表
計上額

評価差額

― 

2025年3月末

9,376

取得原価
連結貸借
対照表計

上額
評価差額

18,123

△ 73

― 

500

500

― 

― 

― ― 

2025年3月末
四半期連結
貸借対照表

計上額
時価 差額

四半期連結
貸借対照表
計上額

時価 差額
連結貸借
対照表計

上額
時価 差額

2025年12月末 2024年12月末

― ― ― 

― ― 

合計 155,201 3,580158,781161,380

29,705 28,764

6,313

△ 25329,017

168,084

28,160

161,771

28,89329,078 △ 184

156,036 5,344

1,544

△ 5,542

取得原価
四半期連結
貸借対照表

計上額

6,300

127,311 119,748

評価差額

114,101

8,746

△ 3,910 117,437△ 7,563 118,012 111,894

12,33118,631 18,385 9,439
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(6) 預金等、貸出金の残高【単体】

①預金等残高（末残） （参考）

（単位：百万円） （単位：百万円）

預　　　金

うち個人預金

流動性預金

定期性預金

うち法人等預金

流動性預金

定期性預金

譲渡性預金

（注）法人等預金には、公金預金・金融機関預金を含んでおります。

②貸出金残高（末残） （参考）

（単位：百万円） （単位：百万円）

貸　出　金

中小企業等貸出金残高

個人ローン残高

うち住宅ローン

うちその他ローン

中小企業等貸出金比率

(7) 公共債・投資信託等の預り資産残高【単体】 （参考）

（単位：百万円） （単位：百万円）

預り資産残高

公共債

うち個人

投資信託

うち個人

保険等

以　　上

76,291 74,134

484,277

153,882

210,286

△ 286

164,762

56,417

2,626

24,727

86.97%

574

48,395 △ 321 1,667 48,716

558,564

7,182 7,597

24,349

23,943

46,728

23,528

486,087

154,414

128,425

2,2912,0813,452

31,125

△ 0.05%

△ 170

2025年12月末

383,962

170,833

218,167

554,795

5,037 2,846 3,056

556,760

2024年12月末 2025年3月末

2024年12月末比 2025年3月末比

25,988

87.02%

154,404 521

25,574

128,254 △ 52

86.98%

128,307

26,149 160

△ 9

計

559,792

―

△ 7,041

56,166

―

772,962

△ 2,762

△ 250

2025年12月末

2024年12月末比 2025年3月末比

2024年12月末

780,004

486,903

1,228

816

10,623

2025年12月末

3,031

―

2,743

3,029

780,004

558,823

384,675

174,148

221,180

△ 7,041

△ 713

△ 3,013

772,962

162,000

2025年3月末

2024年12月末比 2025年3月末比

2024年12月末 2025年3月末

762,33810,623

△ 3,315

7,880

5,186

2,693

△ 4,028

―

156,813

53,473

―

762,338

552,052

380,932

171,119

86,246 9,955 12,111

△ 0.01%

32,812 8,085 8,463

2,191 1,980

1,371 1,160
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